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研究成果の概要（和文）：　日本近代都市計画史において「戦時下」という時代は、都市計画技術が植民地都市も含め
て飛躍的に進歩し、戦後都市計画の原型を形成したという点で重要である。戦時下の軍需工場の建設は重要な課題であ
り、それに対応した新興工業都市計画が全国各地で行われた。本研究では、新興工業都市に指定された23地区ならびに
同レベルの計画が策定された新興の工業都市を対象に包括的な研究を行った。戦時下の新興工業都市計画には、防火ブ
ロックや国民学校区といった計画単位が用いられていたことが明らかとなった。これらの計画単位は、戦後の都市計画
にも継承されており、日本の都市計画の原型を探る上でも重要である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to investigate the components of the industrial city 
planning and land development in new industrial city planning during WWII. The wartime city planning and 
housing policy in Japan, between the Manchurian Incident and World War II, is said to have laid the 
foundation for the postwar city planning and housing policy because it tried to improve the technology 
from a city planning perspective, due to the need to build a large number of small houses when building 
materials were under strict control.
Case study on Hitachi, Uchida Yoshikazu’s plans for the company towns of Hitachi, Ltd., introduced the 
neighborhood unit. It can be seen some of the theoretical achievements of city planning and housing 
policy at that time. These can then be regarded as important achievements in the history of Japanese city 
planning before World War II.

研究分野： 都市計画史

キーワード： 新興工業都市　近隣住区論　内田祥三　土地区画整理　計画標準　計画単位

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 日本近代都市計画史において「戦時下」と

いう時代は、都市計画技術が植民地都市も含

めて飛躍的に進歩し、戦後都市計画の原型を

形成したという点で重要である。戦時下の都

市計画には、①大都市圏の抑制と②工業の地

方分散化という二つの大きな潮流があった。

この二つは異なったベクトルを示すのでは

なく、不可分で連動したものであったといっ

てよい。戦時下には、都市計画から広域的な

計画概念が導入され、国土計画＞地方計画＞

都市計画という計画体制が模索された。そし

て都市問題が深刻になるなか工業を地方に

分散させることで、大都市圏の過大化を抑制

することが検討された。もちろんその背景に

は、戦時下における軍需工場の分散という国

防の観点も含まれていた。したがって戦時下

の都市計画を理解するためには、大都市圏の

コントロールという視点からだけでなく、工

業の地方分散化にともなう計画理念・技術等

についても明らかにすることが求められよ

う。しかし、これまでの研究史では、もっぱ

ら前者において焦点が向けられてきた。それ

に対し、後者については、「工業ノ地方分散

化ニ関スル件」（昭和 14 年）、「工業規制地域

及ビ工業建設地域ニ関スル暫定措置」（昭和

17 年）という国策が知られており、それを具

現化したのが全国 23 地区で策定された新興

工業都市計画事業（表 1）なのであるが、相

模原、広畑、東岩瀬といった一部の都市が対

象とされているにすぎない。新興工業都市計

画の特徴については、沼尻晃伸『工業立地と

都市計画』（東京大学出版会、2002）をはじ

めとするこれまでの研究において、軍需工場

用地造成のための公共団体施行の大規模な

土地区画整理だったことが指摘されている。

ところが、筆者が研究した多賀（現日立市）

では工場用地造成ではなく、住宅地造成を主

とした計画として立案されていたことが明

らかとなった。つまり、新興工業都市計画は

これまで指摘されてきたよりも多様であっ

た可能性が示唆されるのである。また工業開

発の場合、行政だけでなく産業の担い手の意

向も無視できないが、既往研究では法定都市

計画の計画主体である行政側の視点からの

み分析されてきた。しかし例えば、広畑では、

日本製鐵株式会社広畑製鐵所の溶鉱炉を起

点として都市計画街路を策定されるなど、企

業の意向が強く反映されたものであったこ

とが窺えるのである。したがって官民両方の

視点から計画・事業を分析することが求めら

れるのである。 

 

２．研究の目的 

 本研究では全 23 地区を対象とし、新興工

業都市計画の計画内容・事業化プロセスにつ

表１　新興工業都市計画事業一覧
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